


































































平均 106.7  17.7  15.4 
中央値 109.0  17.4  14.9 
標準偏差 6.6  3.0  1.5 
最小 96.7  13.0  13.3 























































やせぎみ 13以上14.5未満 3 3 0
0.112
ふつう 14.5以上16.5未満 10 5 5
太りぎみ 16.5以上18.5未満 2 0 2










健康である 11 6 5
まあまあ健康である 3 2 1 0.30 








































朝の目覚めのきっかけ 自然におきる 13 8 5
0.055
誰かに起こされて起きる 3 0 3
だるそうにしていること
があるか
ない 6 5 1
0.055あまりない 3 0 3
時々ある 7 3 4
表５　唾液コルチゾールの概日リズムの有無と調査項目のクロス集計表
分　類 調査項目 有意水準p
睡眠関連 平日起床時刻の規則性（注1） －
平日就寝時刻の規則性 0.333
休日起床時刻の規則性 0.605
休日就寝時刻の規則性 0.707
寝つきはよいか 0.278
夜中の目覚め 1.000
歯ぎしり 0.549
いびき 1.000
朝の目覚めのきっかけ 0.055
起床時の機嫌 0.513
寝る直前のテレビやゲーム 0.590
食事関連 おやつ 0.584
朝の食欲 0.587
寝る前の菓子・嗜好飲料 0.584
体調関連 朝からのあくびがあるか 0.230
だるそうにしていることはあるか 0.055
疲れたと言うことがあるか 0.940
眠そうにしていることがあるか 0.587
落ち着かないことがあるか 0.230
じっとしていられないことがあるか 1.000
遊びに集中できないことがあるか 0.352
頭痛や腹痛を訴えることがあるか 0.334
（注1）対象児全員が規則的であった
表４　‌唾液コルチゾール濃度の概日リズムの有無と生活習
慣及び体調との関連性（χ2検定）
福井大学教育地域科学部紀要（応用科学　家政編），6，2015360
結　語
唾液コルチゾール濃度は、血中コルチゾール濃度と相関しており、起床時に最高値となり、就
寝時にかけて低下する概日リズムをとることが報告されている。そこで本研究では、幼児におけ
る唾液コルチゾール濃度の日内変動のリズムの有無と、体格指数や健康状態及び生活習慣との関
連性の検索を行った。
その結果、唾液コルチゾール濃度の日内変動により、概日リズムのない幼児とある幼児に分け
られた。「太りぎみ」、「太りすぎ」の幼児には、概日リズムがなかった。概日リズムと自立起床
とは関連する傾向がみられ、「誰かに起こされて起きる」幼児には概日リズムがなかった。また、
概日リズムのない幼児では、概日リズムのある幼児より健康状態は良くないことが示唆された。
これら唾液コルチゾールの概日リズムと体格指数、自立起床、健康状態及び生活習慣との関連
性については、今後、さらに調査対象の幼児を増やし、引き続き検討が必要である。
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